






要約:小麦アレルギーも、米アレルギーと同様に ADの難治化に関与していることが考えら

れるため、小麦 RAST陽性の AD 患者血清を用いた IgG/IgA/IgE-イミュノブロットによる小

麦抗原の分析結果より、小麦の主要抗原と考えられる塩溶性分画を除いた低アレルゲン化

小麦(HW)を作製し、その臨床試験を実施した。この HW は小麦アレルギーがある難治性の多

くの AD 患者に有用であることから、この小麦の塩溶性分画は小麦アレルゲンの主要な抗原

分画であることが示唆された。 


